
　金砂会員の皆様におかれまし
ては、益々ご健勝にて、ご活躍
のこととお喜び申し上げます。
また、日頃より同窓会の運営・
活動ならびに母校に対する、ご
協力とご支援に心より御礼申し
上げます。

　さて、今年は４年に１度のスポーツの祭典「リオデジャ
ネイロ、オリンピック・パラリンピック」の年でありま
した。我が母校、平成16年電気科卒業の佐々木悟選手は、
オリンピックの華「男子マラソン」に出場を果たし、27
キロ付近までの走りには大いに期待が持てましたが、結
果は日本人トップながらも16位と、ご本人はもちろん国
民にとってもやや残念なものでした。しかし、県民に大
きな希望と勇気、活力を与えてくれた事に心から敬意を
表したいと思います。　また、今回大会で最も嬉しかっ
たのは、内村航平選手が44年ぶり男子体操個人総合で連

覇した試合直後のコメント「鉄棒の演技中にエンドウと
言う技でぎっくり腰を起こした」がきっかけで、幼少時
代の大変なご苦労を乗り越えられ、ローマ、東京、メキ
シコシティオリンピックのゴールドメダリストとなっ
た、秋田工業高校の偉大な先輩、遠藤幸雄さんの名前が
登場したことです。
　更には、あらたにプロバスケットボールリーグとして
スタートした「Bリーグ」の地元チーム「秋田ノーザン
ハピネッツ」には、平成11年地質工学科卒業 高橋憲一
選手が在籍し故郷秋田活性化へ汗を流してくれていま
す。
　こうした同窓生の活躍にエールを送りつつ、同じ秋田
工業高校出身という「絆」を感じながら、自分自身の毎
日の励みにも替えて頂ければ、金砂会の結束がより一層
高まるものと思います。
　同窓会員それぞれの更なるご活躍、ご奮闘をご期待お
願い申し上げます。

赤き血潮の丈
ま す ら お

夫よ 会　長　工藤　嘉範（昭和51年土木科卒）
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同窓会館は、校舎改築および同窓会館の移転に伴い、平成29年１月
より学校内に一時移転します。事務局へ御来訪の際は、学校事務室へ
申し出るか、当事務局へ来校時間等をお電話くださいますようお願い
いたします。
（同窓会事務局　電話番号　０１８－８６２－１２５６）

※�同窓会館は、来年１月頃より解体工事が始まります。旧校舎の面影
を残していた同窓会館は、敷地内に「金砂会館」として生まれ変わ
ります。ありがとうございました。

同窓会事務局は学校内に一時移転します

新任教頭先生紹介

　今年度４月から、２回目の秋田工
業高校勤務となりました。初めの勤
務は、平成２年度から平成８年度ま
での６年間、建築科の教員として教
鞭を執りました。また、私は昭和53

年３月本校建築科を卒業しました。現在の校舎で授業を
受け､ 教員として過ごし、再び20年を経てお世話になる
ことになりました。高校時代からの教室がそのまま残っ
ており、とても懐かしく当時の高校生活がついこの間の

ように思い出されています。
　生徒達には、校訓の「質実剛健」がしっかりと引き継
がれ、金砂健児として逞しく成長している姿に、秋工生
としてのプライドと誇りを強く感じています。
　変化が激しく、多様化している時代の中で、実直に生
き抜いていく秋工生の育成に全力でトライする所存で
す。
　今後とも、よろしくお願いいたします。

　今夏、平成 16 年電気科卒の佐々
木悟さんがリオの街を駆け抜け、男
子マラソン日本代表３人中最高の
16 位で走り終えました。テレビを
通したその姿に恩師の大友貴弘監督
は「目標を持ってがんばり続ければ
人は変われるということを示してく

れた」と讃え、部員は「ラストスパートの表情からどん
なレースでもあきらめない気持ちを学んだ。今後の大会
や自分の人生に生かしたい」と話しました。佐々木さん
は 10 月 11 日に再び来校し、五輪を振り返りながら生徒
に熱いメッセージを送ってくれました。
　本校の行事に「先輩講話」があります。入社３年前後
の若い先輩が在校生に仕事のことを語ってくれます。い

くつか紹介します。「仕事に『これでいい』ということ
はない。いつも新しいことの勉強」。「『秋工ならできる
だろ、知っているだろ』と言われる。分からなかったこ
とは家に帰って勉強している」。「お客様に話すことは自
分個人ではなく会社が話すということ。間違えたことを
言ってしまえば会社が間違っていることになる」。等々。
在校生はスーツを着た身近な先輩の講話に真剣に耳を傾
け、職に就くことを意識し、仕事観を身に付けていきま
す。先輩講話は生徒にとってインパクトのある行事と
なっています。
　先輩の活躍は現役生徒に多くの示唆を与えてくれま
す。同窓会の皆様にはなお一層のご支援ご協力をお願い
申し上げます。

先輩のおしえ

質　実　剛　健　　　　　　教頭　夏井　博実

校長　西　　聡
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　朝夕冷え込み、日増しに寒さ

が加わってまいりましたが、会

員の皆様はお元気にお過ごしで

しょうか。

　工藤嘉範同窓会会長をはじめ

とする会員の皆様には、わが秋

田工業高校同窓会の運営におかれまして、日頃から多大

なるご尽力を賜り、心から御礼を申し上げます。

　さて、私ごとになりますが、今年 8 月に第 3 次安倍第

2 次改造内閣発足に伴い、総務大臣政務官を拝命いただ

きました。総務省とはマイナンバー制度や情報通信、郵

政業務など幅広く管轄する中で、私は特に地方行政・地

方財政・地方税制・消防に関する職務を行います。これ

まで秋田を軸に国政の場で活動させていただいておりま

したが、新たに政務官という重責を担う立場となり、身

の引き締まる思いです。これも皆様のご支援の賜物であ

り、この場をお借りしまして心から感謝を申し上げます。

　我らが母校秋田工業高校におかれましては、うれしい

話題がいくつかあります。それは皆さんもご承知の通

り、校舎改築工事が 4 年目を迎え、すでに完成した体育

館や武道館・音楽棟で生徒たちが生き生きと活動してい

ることです。さらに、校舎棟・実習棟がまもなく完成を

迎え、時代の進展に対応しうる教育環境の充実が図られ

た校舎に、金砂健児の明るく元気な声があふれることは、

誠に喜ばしい限りです。もうひとつは、本校陸上競技部

ＯＢで、現在は旭化成陸上部で活躍をしております佐々

木悟選手が先日のリオデジャネイロ・オリンピックに男

子マラソン日本代表として出場したことです。佐々木選

手の活躍が現役高校生に刺激を与えるとともに、さらに

五輪を目指す後輩が１人でも多く続いてくれることを強

く願っております。

　私はこれまで、多くの方々に支えていただきながら、

どうにか今日まで自らの人生を歩み、そして議員活動に

勤しむことができました。思い返せば、人生の岐路に立っ

たとき、私のそばには必ず同窓会の皆様の姿がありまし

た。県議会議員に立候補したときも、地盤も看板もカバ

ンもない青二才が、そのままで勝てるはずもありません。

多くの先輩、同級生、後輩の温かいご支援をいただきま

した。まさに、私が座右の銘とする「友は財なり」です。

国政の場に送り出していただいてから今も、友として忌

憚のないご意見、ご鞭撻をいただいております。今後と

もふるさと秋田の発展はもちろんのこと、安全安心な国

民生活のため、努力を重ねてまいる所存であります。

　結びに、寒さが一段と厳しくなる折り、同窓会会員の

皆様におかれましては、健康に十分にご留意いただき、

なお一層ご活躍されますよう、合わせて秋田工業高校の

益々のご発展を祈念いたしまして私のあいさつとさせて

いただきます。

総務大臣政務官を拝命して
総務大臣政務官　衆議院議員　冨樫　博之（昭和50年機械科卒）
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支部活動報告

秋田市秋工南部金砂会報告　会　長　佐々木　文勝（昭和33年工業化学科卒）

北海道支部報告　幹事長　渡部　秀樹（昭和32年機械科卒）

　秋田市秋工南部金砂会は、平成13
年11月に創立され、現在120名で会員
相互の親睦と友愛を深め、質実剛健
の校風を生かし明日への活力を生み
出す会として活動を進めております。
　南部金砂会は、秋田市牛島、仁井田、

大住、四ッ小屋、上北手、御所野、御野場、雄和及び河
辺在住者の南部地区の方々をもって組織し、主な活動と
して役員会、年１回の総会を開催し金砂会発展に寄与す
る事としています。
　27年11月20日の総会には、工藤嘉範会長、西聡校長先
生、冨樫博之衆議院議員を来賓として迎え30名の出席の
もと盛大に開催しております。工藤同窓会長からは、関
東関西支部をはじめ全国各地、県内各支部の総会に参加
し、各地で同窓生が活躍、母校に対する強い愛情、同窓
会を運営する責任の重さを痛感したことなどの状況報

告、西校長先生からは、生徒達の就職、進路の状況、ク
ラブ活動の内容として文武両道で頑張っていること、さ
らに、学校の校舎改築について説明を頂きました。懇親
会では、先輩、後輩の皆さんが時間のたつのを忘れ賑や
かに歓談し、旗を振り、応援歌を唄い楽しい一夜をすご
し次会の総会の再会を誓い合いました。
　おわりに、当会の課題として、創立当時、昭和50年卒
迄の同窓生を対象に会を結成しておりましたが、今後は、
会員拡大のために活動を進めますので、多くの同窓会の
皆様からのご
支援、ご協力
とご指導を切
にお願い致し
ます。

　「北海道支部」の活動は昭和29年の
国体にラグビー部が来道した折に同
窓生の在道者名簿を作成し、その後
昭和33年１月に名簿を見直したのを
機に同窓会（懇親会）を札幌で開催
したのが「北海道支部」としての活

動の始まりです。
　このときの開催案内には「遠く故郷を離れて殆ど会う
機会もなく・・・名簿作成を機会に秋田の酒を酌みなが
ら思い出話に一夜を過ごすのも有意義なことと思い、同
窓会を開催する事に致しました。・・・ご出席の程宜し
くお願い致します。」との記載があります。
　今となっては当時の詳細な経緯など確かめようもあり
ませんが、文面から当時の世話役の方々の熱意が伝わっ

てきます。
　その後昭和47年には会則を制定し、若干の改定を加え
ながら現在に至っています。
　平成に入り、特にこの10年間に会員数は減少し、年一
回の総会・懇親会への出席者も減少しているのが最大の
悩みです。
　懇親会は支部会員の５割程度占める札幌近郊での開催
が中心ですが、平成27年には初めて札幌を離れての（登
別温泉）開催をするなど工夫をしていますが・・・。
　会則にある「会員相互の親睦」と「母校の後援」のた
めに支部を立ち上げた先達の思いを念頭に微力ではあり
ますが努力していきたいと思います。
　今後共ご指導、ご支援頂きますようお願い致します。
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　平成28年度　秋工同窓会総会が5月28日（土）午後3時
30分より秋田ビューホテルを会場に行われました。
　西聡校長先生をはじめとするご来賓の方々にご臨席を
賜り、総勢81名の参加者を数えるに至りました。
　各種案件も無事承認をいただき、約1時間後、定刻ど
おりに総会を終えることができました。
　引き続き、フラダンスのアトラクションをはさんで、
新入会員の紹介を行い、今年28年3月に卒業した熊井貴
將（機械科）、川村槙之介、山形京太郎、相原久美（以
上工業化学科）、金涼太（建築科）、伊藤悠（土木科）の
6名の紹介がありました。
　その後、懇親会へと移行し、東海支部山崎幸一さん(昭
和42年電気科卒)より乾杯のご発声をいただき、賑やか
に歓談いたしました。

　 旗 を 振 り、
応援歌を唄い、
あっという間
に時間が経っ
て、 恒 例 に よ
り、 出 席 さ れ
た幹事の鈴木
誠一副会長（昭
和38年 建 築 科

卒）より中締めをしていただきました。
　（８）のつく幹事の方々、大変お疲れ様でした。また、

（９）のつく卒業生の方々は来年の幹事よろしくお願い
致します。工藤嘉範会長のもと、同窓会活動をもっともっ
と活性化していきたいものです。（敬称略）

　私共は昭和33年春、縁あって秋田工高工業化学科担任
安島髙正先生のもとで机を並べる事が出来た49名の仲間
でした。
　その仲間も卒業して56年の歳月が流れ、連絡のとれな
い者、彼の地へ急ぎ旅立ちした者と離ればなれになって
きました。が、それなりの集まりは時にやって参りました。
　50歳のときは秋田協働社ビルで加藤祥子先生の参加を
得21名・60歳の還暦は秋田メトロポリタンで金先生の参
加を得22名・67歳の時は関西地区の連中が自主的に京都
会場での14名でした。70歳古希は2011年の予定でしたが
東北大震災で一年延期し2012年5
月34日宮城松島の大観荘にて加藤
祥子先生の出席を得て29名・仙台
幹事の谷口氏のご尽力により作文
集（写真）『轍（わだち）』を発行
することが出来ました。この集い
では体調不良のニュースが増えて
るとの事から開催の間隔を空けず
にやろうという事になり次回は幹

事の意向で秋田という事になり2014年田沢湖高原山麓荘
にて5月15日17名の参加・そして先般5月19日2016年は新
潟五頭温泉郷今坂温泉湯本館に（写真）19名（奥さん4名）
で挙行出来ました。

　今回は改築中の母校の現在の建物平面図と改築後完成
平面図を配布しました。西出氏、森本氏両幹事さんのご
苦労、心配りの見えるフロよし・食べ物よしの楽しい一
泊旅行でした。次回の開催地は幹事一任で北海道が指名
されました。今からあの広い地のどこに集合することと
なるのか興味津々である。もう小銭を貯めはじめました。
これが私共の同級会・仲間の集い紹介です。

秋工同窓会総会の報告 企画委員会担当副会長　池田　昌憲（昭和47年建築科卒）平成28年度

私共の同級会 佐藤　徳男（昭和36年工業化学科卒）

同級会  開催報告
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秋田工業高校　陸上競技部　部長　野呂　謙一 先生

　今年８月、４年に一度のスポーツの祭典がブラジルの

リオデジャネイロで開催された。

　３カ月前のことであるが、私の中では鮮明に記憶に

残っている。それは、オリンピック出場選手の一人が秋

田県出身であり、なおかつ秋田工業高校同窓生であり陸

上競技部出身であるということが、なおさら記憶に残っ

ている理由だと思う。

　その人とは、男子マラソンに出場した旭化成の佐々木

悟選手（平成16年電気科卒）である。

　出場することに意義があると言われるオリンピック

で、メダルには届かなかったが出場男子日本人選手の中

では最高位の16位となった。大健闘である。リオ五輪マ

ラソンは国内大会と違い、水の補給が簡単ではなかっ

たらしい。選手は自分の水を約150個の中から探して取

らなければいけない。そのため水補給箇所を目指してア

フリカ各選手はスピードを上げる。そのスピードの変化

に驚いたと佐々木悟選手。来夏はロンドン世界選手権大

会を目指すと決意を語っていた。その先には東京オリン

ピックがある。是非とも期待したいところである。

　さて、佐々木選手以外の秋田工業高校同窓生でオリン

ピック出場選手は？となると、かなり遡らなければなら

ない。その方は遠藤幸雄大先輩（昭和30年電気科卒）で

ある。

　遠藤先輩は体操王国日本の礎を築いた一人であり、

1964年に開催された東京オリンピックの体操競技で日本

人初の個人総合優勝という偉業を成し遂げたられた方で

もある。遠藤先輩は惜しくも平成21年３月に、72歳でお

亡くなりになっている。今のところ秋田工業高校同窓生

でオリンピックに出場するという快挙を成し遂げている

のは、先述した２名だけである。では、「今後は･･･ ？」

と思い、探してみると、有望な人材がいるのだ。しかも、

2016リオデジャネイロオリンピックに寄せて

佐々木選手と西校長（校長室にて）

母校体育館にて行われた壮行会で挨拶する佐々木選手（4月24日）
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陸上競技部に！

　まずは、競歩の小林快（平成23年機械科）である。競

歩では長距離と言われる50キロで挑戦する予定だ。小林

快は秋田工業高校陸上競技部監督大友貴弘先生のもとで

競歩競技と出会った。早稲田大学卒業後はビックカメラ

に勤務し、リオ五輪を目指していたが出場かなわなかっ

た。しかし、その悔しさをバネに10月23日に行われた世

界選手権予選大会（高畠競歩大会）では見事に優勝し、

出場内定第１号に輝いた。

　さらに東京五輪を目指すであろう大学生２名と、現高

校３年生を紹介する（基準は5000m13分台、10000m28

分台）。OBは東海大学の湊谷春紀、松尾淳之介の２

名、現在３年生の齋藤椋である。特に、齋藤椋は岡山

IH5000m ５位、岩手国体少年A 5000mでも5位、全国選

抜陸上大会では10000mで優勝するなど全国のトップレ

ベルで活躍しており、今後が大いに楽しみだ。

　以上、これまでに紹介した５名の選手は2020東京五輪

に出場し、日の丸を着けて走り、歩いて欲しいと期待し

ている。

　幅広い分野でその名を馳せている秋田工業高校同窓生

であるが、今後も大きく世界に向けて羽ばたき、秋田工

業高校の名を広めてほしいと願うばかりである。

壮行会には大勢の取材陣も

全国選抜陸上10000ｍで力走する齋藤　椋（ゼッケン7）選手

佐々木悟選手の報告会（10月11日）より岩手国体少年A 5000m決勝での齋藤　椋
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　金砂クラブ28回目出場。
　二回戦、本塁打２本を含む長打９本で大量19点取って
圧勝。
　三回戦、本塁打２本を含む長打９本で大量21点取って
圧勝。
　四回戦、加藤武の３試合連続本塁打の活躍で16強。
　五回戦、前半の失点がひびき最終回４点どまりベスト
16で敗退。
　今年の大会は、打撃好調で勝ち上がってきましたが、
来年はもっと打撃を強化し守備の失敗を少なくし、優勝
を狙いたいと思います。応援宜しくお願い致します。

◎チーム紹介
　今年は、吉田トレーナーを筆頭に、三浦茂、伊藤仁、
渡辺征史の参加を得て、近年にない充実を図り、チー

ム力の底上
げを得まし
た。特に三
浦、渡辺の
打力は、金
砂クラブの
従来の戦力
を更に向上
させ、相手チーム投手陣の恐怖の的となり、また伊藤仁
は若き投手陣の補強の中心となっています。春先からの
500歳市内リーグ戦での成績は、今の所、芳しいもので
はないが、新戦力の加入で目を見張るものがあり、秋の
本大会に向けて着々とその力を発揮しつつあります。
　本大会の来る日を楽しみに、勝利の宴席を願っている
所です。

⃝　　　　　　　　　　　 OBの活躍 　　　　　　　　　　　⃝

『過去の自分へ　― 未来の自分より ― 』　山方　芽衣（平成22年建築科卒）

『第38回全県500歳野球（184チーム出場）』　相原　金悦（昭和51年土木科卒）

　私は秋田工業高校を卒業し、秋田市
にある「伊藤工業株式会社」に入社し
ました。
　進学や就職に向けて学業や部活動に
励んでいる皆さんに簡単ではあります

が、職場状況について紹介したいと思います。
　建築科で学んだことが活かせる仕事に就きたいと思
い、入社してから6年以上の月日が経ちました。工事の
現場監理や施工図を描いたりと様々な経験をしました
が、「全く同じ」作業はないのです。建物を建てるとい
う意味では同じですが、完成に向かうまでに構造も違え
ば工法も違い、自分の知識はまだまだ未熟な点だらけで
す。

　仕事を覚えるための勉強の他にスキルアップのために
資格取得の勉強も必要です。
　今学んでいることが将来どのように役立つか分からな
いと思うことがあると思いますが、小さな積み重ねが自
信につながり自分の財産になっていきます。
　最後になりますが、社会に出ると当たり前ですが、自
分より20も30も歳が上の方と仕事をしていくことになり
ます。人とうまくコミニュケーションを取ることで仕事
能力の向上や先輩方からアドバイスをもらうことが出来
ます。指示していただける先生方、刺激し合える友人が
いる高校生活が皆さんにとって有意義な時間になること
を願っています。
　頑張ってください。
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土方巽　（1928年3月9日生、1986年1月21日没）舞
踏家。本名米山九日夫（くにお）。秋田市生れ。昭和20
年３月秋田工業学校専修科電気科卒業。秋田市内で増村
克子に師事し上京。江口隆哉、大野一雄らに師事。
今から51年前の秋、出羽丘陵の山々に囲まれた羽後町
田代の里へ、七曲峠を超えて二人の男がやって来ました。
稲刈りをしている農民や野良で遊んでいる子供たちに突
然現れた土方巽は、地域の人々を巻き込んで不可思議な
パフォーマンスを繰り広げ、若き写真家細江英公がそれ
を追いかけ、シャッターを切り、写真集「鎌鼬」は生ま
れた。

秋田工業高校卒業の世界的舞踏家・土方巽（1928 〜
86年）が被写体となった写真集「鎌鼬（かまいたち）」（69
年刊）をテーマにした美術館が、平成28年10月22日オー
プンしました。

１、銀行お振込みの場合
　　口座名義　「特定非営利活動法人鎌鼬の会」
金融機関名 支店名 口座種別 口座番号
秋田銀行 西馬音内 普通 1020209
北都銀行 西馬音内 普通 8106763

２、郵便局振替払込の場合
　　払込取扱票（郵便局の窓口にある青い紙です）に
　　　02210-3-121052  　NPO法人かまいたちの会

美術館が開設される、
羽後町田代の旧長谷山邸

内部改修と展示物調達のために資金を募っております。同窓の皆様にもご協力をお願いします。

母 校 だ よ り
全県総体結果

陸上 男子トラック総合1位
1500m1位　齋藤　椋
5000m1位　齋藤　椋
3000mSC1位　髙橋　響
　　　　 2位　佐藤慎太郎
5000mW2位　佐藤　光

バレーボール 団体2位
バドミントン 団体優勝

ダブルス1位　佐藤祐大・佐藤友哉
ダブルス2位　菊地涼佑・近藤雄斗
シングルス1位　近藤雄斗
シングルス2位　田口達也

体操 女子団体優勝
個人総合2位　相原咲笑
男子団体2位

柔道 100kg超級2位　進藤翔太
ボクシング ウェルター級1位　荻田　渥
ウェイトリフティング 85kg級2位　小川祐次
空手道 男子団体組手1位

女子団体組手2位
男子個人形2位　武田涼太
女子個人形1位　高橋来翠
女子個人形2位　村上莉奈
男子個人組手1位　松嶋大我

ラグビー 優勝
少林寺拳法 団体演武1位

組演武1位　須田大輝・堀井　仁
単独演武1位　須田大輝
運用法1位　須田大輝

東北大会結果
陸上 個人5名出場

5000m2位　齋藤　椋
バスケットボール 団体出場
バレーボール 団体出場
体操 男女団体出場
ラグビー 団体出場
バドミントン 団体出場

個人7名出場
卓球 個人2名出場
ボクシング 個人1名出場

1部ウェルター級2位　荻田　渥

空手道 男女団体出場
男子個人5名出場
女子個人3名出場

剣道 個人1名出場
柔道 団体出場

個人4名出場
ウェイトリフティング 個人1名出場
少林寺拳法 団体出場

個人2名出場
軟式野球 優勝
インターハイ結果

陸上 個人3名出場
バドミントン 団体出場

複2組出場
単2名出場

体操 女子個人3名出場
ボクシング 個人1名出場
空手道 男子団体出場

男子個人形１名出場
男子個人組手１名出場
女子個人形2名出場

少林寺拳法 団体出場
男子組演武1組出場

市民陸上結果
陸上 1500m1位　齋藤　椋

　　   2位　鈴木玲央
山田記念ロードレース大会結果

陸上 1位　齋藤　椋
中央支部総体駅伝競走結果

陸上 優勝　15連覇
1区区間賞　髙橋　響
2区区間賞　竹村拓真
3区区間賞　齋藤　椋
4区区間賞　續木日向
5区区間賞　天野竜汰
6区区間賞　鈴木玲央
7区区間新　佐藤慎太郎

男鹿駅伝結果
陸上 2位

1区区間賞　齋藤　椋
全国高校軟式野球選手権大会結果

軟式野球 準優勝

全日本ユースフットサル大会結果
サッカー 2位
国体記念春季高校バドミントン選手権大会結果

バドミントン シングルス1位　近藤雄斗
シングルス2位　菊地涼佑
ダブルス1位　渡邉拓斗・田口達也
ダブルス2位　森元寿昭・佐藤龍聖

高校バレー能代大会結果
バレーボール 優勝
東北親善高等学校大会結果

バレーボール 優勝
春高バレー県予選大会結果

バレーボール 準優勝
東北高校ボクシング選手権結果

ボクシング 2位　荻田　渥
少林寺拳法秋田県大会結果

少林寺拳法 優秀賞　男子三段　堀井　仁、須田大輝
　　　段外の部　藤原幸太、小手森祐介

全国高校選抜バスケ秋田県大会結果
バスケットボール 準優勝
高校新人戦全県大会結果

ボクシング 男子２部　バンタム級優勝　藤岡　士
　　　　  ライト級優勝　遠藤勝翔

サッカー 準優勝
ラグビー 優勝
ワールド・エコノ・ムーヴ結果

メカクラブレーシング班ＦＣ部門　優勝
全日本吹奏楽コンクール中央地区大会結果

吹奏楽 金賞　最優秀賞
ものづくりコンテスト秋田大会結果

ものづくり旋盤 旋盤作業部門　優勝　田井中君斗
ものづくり木材加工 木材加工部門　優勝　鈴木さくら
全国高校囲碁選手権県予選結果

囲碁 2位　髙𣘺綾流
秋田の住宅コンクール結果

優秀賞
県建築士事務所協会会長賞　高校生の部

片山緋綾、鈴木優香、豊島彩音
日本建築学会東北支部秋田支所長賞

須田凛南、二田佳音

11月現在
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北勢工業株式会社HSK

給排水.衛生.空調.設備　　設計.施工.保守

取締相談役

代表取締役

専務取締役

（昭31 機械科卒）

（昭56 工業化学科卒）

（平４ 機械科卒）

仙北谷 孝治
太田　 博之
仙北谷　 聡

秋田市仁井田本町５－１－６２
TEL：018 (839 )6516　FAX：018 (839 )6513

http://www.hokusei-kogyo.com

株式会社  長谷駒組　門脇　紀（昭和55年建築科卒）

　私が秋工を卒業して35年が過ぎ、まさか自分が母
校の改築工事を手掛けることになるとは思いません
でした。
　私が秋工に入学した昭和52年に、当社が実習棟の
改築工事を行っていました。
そして今また、当社が体育館棟、校舎棟の改築工事
をしていることに、運命的なものを感じます。
　さて、体育館工事は「長谷駒・伊藤工業・加藤・
中山JV」で受注し、平成25年10月～平成26年11月
までの工期でしたが、建物の配置がJR線路に近接
しているため、JRとの折衝が長引いたり、敷地内
に埋設物があったりで3 ヶ月着工が遅れました。そ
の後も、設計の杭の工法では施工出来ない箇所が
あったり､ 杭の施工中、地下よりガスが噴出したり
と、いろいろアクシデントがありました。
　また、意匠的にも内外のほとんどがコンクリート
打放仕上げでしたので、躯体工事には大変苦慮しま
した。中でも、着工が3 ヶ月遅れたことで、手配し
ていた職人が全てキャンセルになり、職人の手配で
苦労しました。結果的には3 ヶ月遅れの平成27年2
月には完成し、3月2日の卒業式に間に合わせること
が出来ました。
　5 ヶ月後の7月から校舎棟建築工事を「長谷駒･三
和･千代田･中山JV」で受注し、現在も施工してい
ます。校舎棟は体育館棟工事を教訓にして施工し、
順調に推移しています。今回も内外のほとんどがコ
ンクリート打放仕上げとなっており、躯体工事は大
変配慮して施工しました。
　電気工事「秋田電機・サン電気JV」、機械設備工
事「山二施設・北勢・沢木組JV」と11月30日工期
に間に合わせるべき頑張っています。
　最後に、在校生の皆さんが、新校舎の建築現場を
目の当たりにして在学出来たことは、大変有意義な
ことだと思います。今後就職するに当たり、何かし
らの思い出になると思います。
　今後、私たちの施工した新校舎、新体育館で勉学、
スポーツに頑張って下さい。

体育館棟、校舎棟を建築して

新校舎建築中

旧校舎
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新校舎建築中

旧校舎
ドローン撮影協力：㈱計測技研（秋田市）〔平成24年土木科卒　近藤龍太 在職〕
（平成28年11月6日撮影）
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【哀　悼】謹んでご冥福をお祈りいたします。（平成27年10月１日～平成28年９月30日）

故人ご芳名 卒　年 科 住所

七尾（伊藤）邦彦 旧職員 秋 田 市

田　近　　　博 S１６ 機　械 秋 田 市

小　幡　紀　男 Ｓ３７ 機　械 秋 田 市

佐　藤　彰　吾 Ｓ４０ 機　械 秋 田 市

戸　部　信　一 Ｓ４１ 機　械 秋 田 市

鎌　田　源　悦 Ｓ４８ 機　械 潟 上 市

鎌　田　千　賢 Ｓ４９ 機　械 秋 田 市

舟　山　哲　郎 Ｓ３２ 電　気 秋 田 市

故人ご芳名 卒　年 科 住所

千　葉　高　穂 Ｓ３３ 電　気 仙 台 市

石　井　正　一 Ｓ４５ 電　気 南 秋 田 郡

村　越　洋　樹 Ｓ５２ 電　気 秋 田 市

伊　東　尚　久 Ｓ２９ 土　木 秋 田 市

渡　部　文　夫 Ｓ２８ 建　築 秋 田 市

伊　藤　良　明 Ｓ３１ 建　築 秋 田 市

庄　司　誠　治 Ｓ１７ 採　鉱 千 葉 県

佐　藤　　　忠 Ｓ３０ 冶　金 名 古 屋 市

（敬称略・事務局判明分）

秋田工業高等学校同窓会支部・部会一覧
支部名 役　職 代表者氏名 郵便番号 事　務　局　住　所 電話番号

北 海 道 支 部 支部長 渡　部　　　猛 065-0006 札幌市東区北六条東八丁目1-2-502　　渡部秀樹方 011-712-3502

仙 台 支 部 支部長 大　島　喜三郎 982-0032 仙台市太白区富沢三丁目13-7　大島喜三郎方　 022-244-1473

東 京 秋 工 会 会　長 三　平　俊　悦 216-0035 神奈川県川崎市宮前区馬絹855-3　三平俊悦方　 044-852-0891

静 岡 支 部 支部長 大　槻　　　榮 424-0003 静岡市清水区蜂ヶ谷456-7　佐々木健男方 054-364-4351

東 海 支 部 支部長 森　合　久　春 470-2362 愛知県知多郡武豊町字六貫山1-70　塚本憲夫方　 0569-72-5845

関 西 支 部 支部長 中　山　　　忠 572-0031 大阪府寝屋川市若葉町13-3　木村忠雄方 072-826-3136

鹿 角 支 部 支部長 柳　澤　隆　次 018-5201 鹿角市花輪字下中島102　柳澤隆次方 0186-22-2244

大 館 支 部 支部長 川　井　隆　治 017-0845 大館市泉町6-22　奥羽電気設備（株）内 0186-42-1870

北 秋 支 部 支部長 簾　内　　　勇 018-3343 北秋田市今泉字今泉7　簾内　勇方 0186-67-2095

羽 城 支 部 支部長 渡　部　久　男 018-1504 潟上市飯田川飯塚字水神端33-3　渡部久男方 018-877-3807

男 鹿 支 部 支部長 大　友　洋　一 010-0341 男鹿市船越字寺後54  藤原　誠方 0185-35-3067

大 曲・ 仙 北 支 部 支部長 伊　藤　正　之 014-0047 大仙市大曲須和2-2-28　伊藤正之方 0187-62-4231

由 利 本 荘 支 部 支部長 木　内　　　了 015-0852 由利本荘市一番堰267　木内組土建（株）内 0184-22-4108

横 手･平 鹿 支 部

湯 沢･雄 勝 支 部 支部長 須　田　治　哉 012-0824 湯沢市裏門2-2-46　須田治哉方 0183-73-0299

泉･八 橋 地 区 金 砂 会 会　長 渡　辺　佐　文 010-0953 秋田市八橋本町三丁目9-8　赤川孝則方 018-823-7029

秋田市南部地区金砂会 会　長 佐々木　文　勝 010-1421 秋田市仁井田本町5-1-62　（株）北勢工業内 018-839-6516

秋工同窓勝平地区有志の会 会　長 佐　藤　一　紀 010-1614 秋田市新屋新割山町4-21　佐藤定男方 018-823-4385

秋 田 県 警 金 砂 会 会　長 村　田　博　光 010-0951 秋田市山王4丁目1番5号　　秋田県警察本部警備部警備第二課　加賀屋　真方 018-863-1111　

金砂クラブ部会・団体
部会・団体名 役　職 代表者氏名 郵便番号 事　務　局　住　所 電話番号

電 気 部 会 会　長 加賀谷　　　忠 010-0042 秋田市桜1丁目３－２６熊谷電気工事店　熊谷　修方 018-834-3315

建 築 部 会 会　長 伊　藤　　　満 010-1221 秋田市雄和平沢字舟津田78-1　伊藤工業（株）内 018-886-2135

設 備 部 会 会　長 三　浦　清　一 010-0013 秋田市南通築地16-11（有）太平工務所内　藤井　進方 018-833-0664

金 砂 エ ス ピ ッ ク 会　長 工　藤　行　雄 010-0062 秋田市仁井田本町6-4-11（株）水建技術内　宇佐見昭一方 018-829-2131

土 木 科 同 窓 会 会　長 岩　沢　光　夫 010-0013 秋田市南通築地16-11（有）太平工務所内　藤井　進方 018-833-0664

ポ プ ラ 会 会　長 土　田　久美子　 010-0973 秋田市八橋本町6-11-14（株）トクミツ建築企画　小玉聖子方 018-824-1868

平成28年度　春の叙勲
瑞宝単光章　大　越　敏　雄（昭和29年電気科卒）　秋田市

警察功労。元警察庁技官。

晴れの叙勲・褒章の紹介 （敬称略・事務局判明分）
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事 務 局 だ よ り
平成27年度　会務報告

平成27年度 秋工同窓会本部事業一覧

期　日 事　業　名 場　所

4月23日（木） 第1回企画委員会 同窓会館

5月　1日（金） 第2回企画委員会・当番幹事会 同窓会館

5月　8日（金） 会長副会長会議 第一会館

5月23日（土） 平成27年度次総会・新会員歓迎会 秋田ビューホテル

6月23日（火） 会長副会長会議 あべや

7月30日（木） 合同委員会 大町ビル

8月26日（水） 第1回広報委員会 同窓会館

9月25日（金） 第2回広報委員会 同窓会館

10月　6日（火） 第3回広報委員会 同窓会館

11月11日（水） 第4回広報委員会 同窓会館

11月30日（月）同窓会誌　第50号発行 同窓会館

3月　1日（火）同窓会長賞授与式 母校体育館

3月　1日（火）同窓会入会式 母校体育館

3月　3日（木） 第5回広報委員会 うお座

平成27年度　秋工同窓会支部・部会総会開催一覧

期　日 事　業　名 出席者

6月　8日（月） 金砂クラブ4部会総会 工藤会長

6月13日（土） 東海支部総会 工藤会長

6月14日（日） 関西支部総会 工藤会長

6月19日（金） 北海道支部総会 工藤会長

7月　4日（土） 男鹿支部総会 工藤会長

7月31日（金） 東北機械支部総会 工藤会長

10月17日（土）ポプラ会総会 工藤会長

10月24日（土） 土木科同窓会総会 池田副会長

11月　7日（土） 東京秋工会総会 工藤会長

11月　8日（日） 静岡支部総会 工藤会長

11月20日（金） 南部金砂会総会 工藤会長

12月　1日（火） 秋田市役所金砂会総会 工藤会長

12月　4日（金） 大仙仙北支部総会 工藤会長

1月30日（土） 秋田県警金砂会総会 工藤会長
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平成27年度　特別会計決算書

平成27年度　一般会計決算書

収入総額　5,751,318 支出総額　3,842,125 差引残高　1,909,193
収入の部 （単位：円）

科　目 予算額 決算額 比較増減 概　要
会　費 3,498,000 3,296,490 △201,510
　１.在校生会費 1,098,000 1,102,800 4,800 生徒12ヶ月分
　２.同窓生会費 2,400,000 2,193,690 △206,310
繰越金 2,074,358 2,074,358 0 前年度繰越金

広告賛助金 250,000 375,970 125,970 36社分(振替手
数料差し引き後)

雑収入 242 4,500 4,258 同窓会会員名簿
売上

合　　計 5,822,600 5,751,318 △71,282

収入総額　3,173,881 支出総額 0 差引残高　3,173,881
収入の部 （単位：円）

科　目 予算額 決算額 比較増減 概　要
繰越金 3,169,360 3,169,360 0

収　入 300,000 0 △300,000 一般会計財源不
足による

　1．繰入金 300,000 0 △300,000 一般会計財源不
足による

雑収入 640 4,521 3,881 預金利息、同窓
会総会御厚志

合　　計 3,470,000 3,173,881 △296,119
支出の部 （単位：円）

科　目 予算額 決算額 比較増減 概　要
雑　費 0 0 0 

合　　計 0 0 0 

支出の部 （単位：円）
科　目 予算額 決算額 比較増減 概　要

会議費 400,000 194,583 △205,417
　１.総 会 費 200,000 123,333 △76,667 アトラクション謝金他
　２.役員会議費 200,000 71,250 △128,750
事務費 1,956,000 1,767,311 △188,689
　１.事務手当 1,176,000 1,176,000 0 事務員手当
　２.事務諸費 50,000 34,762 △15,238 事務用備品
　３.印 刷 費 30,000 0 △30,000

　４.通 信 費 250,000 194,184 △55,816 電話・FAX・郵
送代

　５.旅     費 300,000 291,553 △8,447 支部総会出席
　６.光 熱 費 120,000 47,741 △72,259 灯油・ガス代
　７.消耗品費 30,000 23,071 △6,929 事務局用消耗品
事業費 3,050,000 1,797,556 △1,252,444

　１.会報発行費 2,500,000 1,453,764 △1,046,236 会報印刷代、封
筒代、送料

　２.慶 弔 費 100,000 0 △100,000
　３.支部祝金 200,000 190,000 △10,000
　４.新会員歓迎費 100,000 93,312 △6,688 会員章代
　５.褒 賞 費 100,000 60,480 △39,520 同窓会長賞（4名）
　６. 同窓会ブース 

準備費 50,000 0 △50,000

雑　費 116,600 82,675 △33,925 全国大会広告代他
特別会計繰入金 300,000 0 △300,000

合　　計 5,822,600 3,842,125 △1,980,475

◎会費：年額２千円
　同窓会はその大半が、会員の会費により運営されて
おり、納入額も年々減少傾向にあり予算額を下回る年
が続いているのが現状です。今後の同窓会活動の継続
と母校の後輩を支援するために、卒業生のご理解とご
協力は欠かせません。経済状況の厳しい中で心苦しい
ところですが、少しでも多くの会員の皆様に会費を納
入していただければ、大変助かります。
◎納入期日：出来るだけ１２月末日までにお願いします。
◎�納入方法：同封の会費専用郵便振り込み用紙でお願

いします。（手数料無料）※なお、同窓会館に直接
持参されても歓迎いたします。

～同窓会会員への不審電話について～

同窓会を騙る不審電話にご注意！
　同窓会では同窓生宅も含め電話での問い合わせを一切し
ておりません。近年、同窓会ならびに同窓生を騙った不審
電話についての問い合わせがあります。本誌（同窓会誌）
でも度々お願いしておりますが、同窓生はもちろん近親者
の方々におかれましては、このような電話がかかってきて
も、決して連絡先を教えたりすることのないよう十分にご
注意願います。万が一、実害などがある場合は、近くの警
察署へ直接相談して下さい。

　広報委員になり２回目の会報作成になり
ます。
　取材会議では秋田工業高校卒業生の皆様
が全国各地で、多方面にわたって活躍され
ていることを実感しました。全国の同窓会
支部での交流も盛んに行われており、改め

て伝統の金砂健児の心意気や母校愛を痛感しました。これか
らも県内外で活躍されている同窓生の皆さんを紹介していき
たいと思います。
　新校舎完成ももうすぐです。質実剛健の魂が新校舎にも引
き継がれていくことでしょう。皆様も機会がありましたら是
非、新校舎を訪れてください。
　日増しに寒さがつのってまいります。お風邪などひかれま
せんよう、お気をつけください。
 昭和56年工業化学卒　太田　博之

～会費納入のお願い～

《広報委員会》
担当副会長：徳光富久 昭47A
委　員　長：伊藤　満 昭54C　副　委　員　長：太田博之 昭56K
委　　　員： 熊地春悦 昭37M・山平鈴男 昭43K・下総　大 昭51E 

永田誠一 昭52E・大友孝治 昭54H・佐藤敏和 昭62H 
今野洋子 昭62K・本間国裕 平７Z

︱編︱集︱後︱記︱
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秋工駅伝4年連続22回目の全国大会出場

“Fearless Explorers”
東北大会　銀賞!!

3年ぶりの花園で、更なる高みへ！！
−全国最多、66回目の出場−

　秋工駅伝は今年も秋田県内では、ずば抜けた強さを見せてくれ
た。1区齋藤　椋3年生は、昨年の3区8kmから1区10000mである。
今年大阪市で行われた全国高校10000m大会で全国優勝している。
スタート直後から一歩前に出て前半から記録に挑戦した。29分36
秒とこれまで区間記録だった大曲工業高校高橋一生の記録を塗り
替えた区間新記録だった。2区は鈴木玲央1年生3000m8分30秒、3
区髙橋　響3年生キャプテン8000m24分31秒、4区佐藤慎太郎3年
生8000m24分04秒、5区工藤山河2年生3000m9分02秒、6区竹村拓
真1年生5000m15分03秒、7区天野竜汰2年生5000m14分43秒、7区
間全員が区間記録で1区の齋藤　椋が区間新記録と盤石な強さと
報道された。
　放送関係者も秋工アンカー天野が農協ビル前を通過したとの情
報があってから一斉に発音練習に入った。秋工アンカー天野への
インタビューへの準備だ。
　「秋田県内では盤石な強さの秋工」「圧倒的に強さを見せた秋工」
若干の言葉使いに違いはあっても意味合いに差は無い、ゴール後
天野の後を追うテレビ新聞各社、インタビューを受ける天野から
厳しい練習を耐え抜いた秋工生らしい笑顔を見ることができた。

　第96回全国高校ラグビー大会県予選最終日は10月29日
（土）、秋田市のあきぎんスタジアムで母校が3年ぶり57
度目の優勝、66回目の全国大会出場を果たした。
　全国大会は12月27日から来年1月7日まで東大阪市近鉄
花園ラグビー場で行われる。

　前半は、ほぼ互角の戦いとなったが、疲れの見えた秋
田高から、FW、BKが一体となった攻撃で、後半だけ
で5トライを挙げ、粘り強いディフェンスで食い下がる
秋田高を振り切った。

◎FL佐々木哲平主将（3年）の談話
「決勝は反則が多く、リズムに乗れなかった。花園には、
それを修正して臨む。」 （10/30日魁新報から抜粋）

　第45回マーチングバンド・バトントワーリング東北大会（10
月30日出場）がグランディ 21セキスイハイムスーパーアリー
ナ（宮城県利府町）で開かれた。
　工業高校らしい創意工夫を凝らした小道具を使用し、小編成
ながらも会場いっぱいを使ったパフォーマンスを魅せたが、銀
賞の結果となり全国大会を逃した。

駅伝

吹奏楽部

ラグビー

決勝　秋田工　３８（  ５ − ３  ）１３　秋　田33 − 10
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